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掌蹠膿疱 症 に 対す る黄連解毒湯の 効 果お よび

血 清 ビ オチ ン 濃度へ の 影響

東京労災病院 　皮膚科
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　目的　掌蹠膿疱症 （PPP ）は
、 皮膚科領域に お い て比較的頻度 の 高い 慢性難治性疾患

で あ るが 、原因は不明 で ある。
一

部 は細菌 もし くは金属ア レ ル ギー
との 関与が 強 く疑わ

れ 、角質下 の 無菌性膿疱 の 形成に 白血 球 走化性 因 子（Csa ）が 関与 して い る こ とか ら、膿

疱性乾癬 の 限局型 とする考 え もある 。 近 年 、前僑 1）
らは 乾癬 、PPP 患者 の 血清総 ビ オ チ ン

値が健常者に 較 べ 低 い こ とか ら、ビ オ チ ン の 欠乏が そ の 発症に 関与する 事を示唆 し、ビ

オ チ ン お よび抗生剤投与を主体 とした治療 で特 に 掌蹠膿疱性骨関節炎 に 好結果 を得て い

る。わ れ わ れ は PPP の 患者に 対 し、黄連解毒湯 と ミ ノ サ イク リン の 内服 、ス テ ロ イ ド外

用 を併 用 し良好 な結果 を得て い る。その 中の 代表症例 を供覧 し、治療効果の 検討 、血清

ビ オ チ ン 動態に 対す る 両 薬剤 の 影響 を併せ て報告する。

　対象と方法 　昭和62年 4 月以降、当科外来を受診 し、
PPP と診断され た 24例 を対象と

した 。 原 則 的に膿 疱 の 多発 し て い る症例 で は 黄連解毒湯 （ツ ム ラ ）7．5g ／ 日 と ミノ サ イ

ク リ ン 100mg ／ 日を併 用 し、ジ フ ル プ レ ドナー ト外用 を行 い 、膿疱 の 消失 もし くは 散在す

る 状 態に な っ て か ら黄連解毒湯 の 単独投与に 変 更 し た 。血 清 ビ オチ ン 濃 度 の 測定 は内服

前お よび 4週後に行な っ た 。

　結果　24例中、 2 例が 無効 で エ トレ チ ナ
ー

トの 内服 を要 した u 他 の 症例 は黄連解毒湯

の 単 独 投与 で コ ン トロ ール され 、増 悪時 の み ス テ ロ イ ド外用 、 ミ ノ サ イ ク リ ン 内服 を短

期 間行 い
、 小康 を得て い る 。

初診時の 血 清 ビ オチ ン 濃度は健常 人 コ ン トロ ール に 較べ 有意に 低値 で あ っ た 。黄連解毒

湯 と ミ ノ サ イク リン の 併 用に より血 清 ビ オ チ ン 濃度は 有意に 上昇 した 。黄連解毒湯単独

投与は 血清 ビ オ チ ン 濃度 を維 持 させ るが そ の ．ヒ昇 には至 らな か っ た。
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